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１．はじめに  
 工兵

こうへい

橋
ばし

は，広島市内を流れる京橋川に架かる，幅員1.8m，橋長77.9m1) の広島市内唯一の吊り橋で，中区

白島北町と東区牛田本町を繋いでいる．明治22（1889）年に旧陸軍工兵第5連隊駐屯地と演習場を結ぶため，

駐屯していた工兵隊によって架けられた軍用の橋であった．だが，原子爆弾投下直後は，火の手から逃れる

ため，多くの人々がこの橋を渡った．1954年（昭和29年）にワイヤーや橋枠が鉄製に変わり2)，1986年（昭

和61年）の補強で被爆時よりも一回り大きい現在の姿となったが，今でも地元住民に親しまれている. 

 
写真 1.工兵橋全景（撮影；著者,2020 年） 

２．戦後の軍用橋 
この工兵橋のような軍用橋は，軍事機密であるため資料が極めて少なく，残念なことに，今回調査した範

囲では，軍用橋をそのまま利用した橋や，戦時中の形状を移設などで受け継いだ橋は国内に残っていなかっ

た．戦後，東京北区赤羽の旧中の橋が歩道橋として，岐阜県渚町の旧渚橋が道路橋として使用されていたが，

現在は老朽化により，旧中の橋は下路アーチに架け替え，旧渚橋は撤去され残っていない 3)． 

    
写真 2.旧中の橋 3)                     写真 3.旧渚橋 3) 

 

３．工兵橋の変遷  
 文献 4)によると，工兵橋は前述のとおり 1889
年（明治 22 年）に，架橋された. 残念ながら，

木造とだけあり，どのような橋梁形式かは不明

である．1921年（大正 10年）に吊り橋化される

も，わずか 2 年後の 1923 年（大正 12 年）7 月

11 日に，同じく京橋川に架かる神田橋とともに

洪水にて流出し，1933 年（昭和 8 年）に架け替

えが行われている. 
 

表 1.工兵橋の歴史 4)5)6)7) 

 
主な出来事

1889年 (明治22年)
 白島に工兵第五大隊移動(3月).牛田に工兵作業場.
 工兵橋架橋(木造).

1921年 (大正10年)  工兵橋を吊り橋化.

1923年 (大正12年)  工兵橋,神田橋流失(7月11日).

1933年 (昭和 8年)  工兵橋架け替え.

1945年 (昭和20年)  原子爆弾投下(8月6日). 当時ロープは麻製.

1954年 (昭和29年)  ワイヤーや橋枠を鉄製に改装.

1986年 (昭和61年)  補強工事.

年　代
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 1945 年（昭和 20 年）に原子爆弾投下により被災するが，工兵橋は通行可能であったため，牛田側への避難

経路となり多くの命を救った 6). 被災の 4 年後，1949 年（昭和 24 年）に「広島平和記念都市建設法」が公布

され，昭和 25 年から 29 年までの平和都市建設 5 ヵ年計画，昭和 29 年からは新たに道路整備五箇年計画が

始まった．街路計画とともに，原子爆弾とその直後の大水害で失った橋梁の建設も行われ，また，木橋から

永久橋への架け替えが順次行われた 1)．工兵橋も 1954 年（昭和 29 年）には改装工事が行われ，ワイヤーや

橋枠を鉄製に改装 2)している．現在の工兵橋は，1986 年 (昭和 61 年)に補強工事を行ったもので，塔柱を

1.2m高くし14.9mにすると同時にワイヤーロープを太くしたため被爆時の橋梁より一回り大きくなったが，

吊り橋の原型はそのまま残された 4)． 90 年代になり老朽化した橋を撤去する計画が持ち上がったが，地元住

民が反対して計画は撤回され現在に至っている 2).    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．水の都ひろしまへ 

広島市にとって，市街地を取り囲む山々や，デルタを形づくる幾筋もの河川などに代表される水と緑が景

観形成上の重要な要素である．また，原子爆弾投下後，75 年は草木も生えないと言われたほどの惨状だった

ため，ここに住む人たちにとって水と緑は特別なものである．広島市では，

現在，「つかう」，「つくる」，「つなぐ」の 3 つの柱を軸に水の都づくり

を実現しようとしている 9)．幸いなことに，目下，工兵橋周辺は，地元住民

の散歩コース，子供の遊び場，桜の時期にはお花見が行える憩いの場となっ

ている．さらに，景観計画重点地区（リバーフロント地区）に含まれてお

り，水と緑を生かした潤いと安らぎのある景観づくりを行っている 10)． 
５．おわりに 

今回紹介した工兵橋は，洪水による流出や老朽化による撤去の危機はあったが，架橋して約 130 年，その

間，軍用橋から市民の橋となりその名は受け継がれてきた. 今後も平和都市広島の象徴として，また水の都

ひろしまにふさわしい景観の一部として次の世代に残していきたい． 
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図 1.広島市内の橋 8) 

写真 4.昭和 20 年の工兵橋 

（撮影；著者,2020 年 原爆被災説明板より） 

図 2.工兵橋のスケッチ 8) 
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